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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　ー︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）

職員数前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計
（予算現額） うち一般財源

38.0
要求 294,124 294,124 290,087

区分
予算額

決算額

R7年度
予算案 293,171 293,171 289,134

37.0
R6年度 0 301,126 0 301,126 297,107 38.0
R5年度 0 303,281 △ 4,826 298,455 294,393 278,551

事業番号 14 01 01 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

・議会事務局３課体制で、本会議・委員会等の運営、議会広報、法令等の審査等、円滑かつ効率的な議会運営に努めるとともに、
議員の調査研究活動を支援している。
・執⾏機関から提案される予算案、条例案等は多岐にわたり、議会の果たすべき役割及び責務の重要性が増⼤している。

地⽅⾃治の⼆元代表制の一翼を担う存在として、議会の果たすべき役割や責務の重要性が増⼤する中、県⺠に⾝近な県議会を目
指しながら、意思決定機能や監視機能、政策形成機能をより一層発揮する。

①議案等閲覧用タブレット端末の活用

・定例会の開催に併せ、作成し発⾏
・紙面（新聞折込）のほか、視覚障がい者のために紙面と同じ内容で点字版及
び音声ＣＤを作成し、関係団体を通じて希望する個⼈及び団体に配布

・議案等閲覧用タブレット端末を議員に貸与し、議会審議の充実やペーパーレス
の推進等に活用

②「こんにちは県議会です」（県政報告会・ふれあいミーティング）の開催
・⾝近な県議会の実現に向け、議員が地域の諸課題等について地域住⺠・団体
や若い世代の⽅々と意⾒交換したり、議会の活動を直接お知らせする「こんにちは
県議会です」を開催

E-mail gikai pref.nagano.lg.jp

実績 実績 推移
R7年度
目標値

No. 施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 議会事務局費 部局 議会事務局 課・室 総務課
実施期間 M12 〜

達成
状況 目標値設定理由R6年度

⾒込 推移

③広報紙の作成・発⾏

単
位

R4年度 R5年度No. 指標名

年／
年度 数値

直近３か年/年度分の状況
年／
年度 数値

目標
年／
年度 数値達成目標（☆印は主要目標）

要求からの
主な変更点 ・⾏事開催の⾒合わせによる職員旅費等を減額

年／
年度 数値

単
位

ーーーーー ーーー指標なし

委員会におけるタブレット端末による資料閲覧

「こんにちは県議会です」の様子
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R7年度
当初予算

R6年度
当初予算

R5年度
当初予算

予算案

事　業　名 議会事務局費
事業番号 14 01 01 細事業⼀覧（令和７年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

2

1

細事業
No. 細事業名

議会事務局費

No.

1

要求
千円

303,281 301,126

千円 千円

293,171
294,124

部局 議会事務局 課・室 総務課

令和７年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

本会議・委員会の運営、会議録の作成、図書室の維持管理等を実施

定例会年４回開催、会議録の公開

リースした議案等閲覧用タブレット端末を議員に貸与し、議会審議の充実やペー
パーレスの推進等に活用

年４回の定例会における本会議及び委員会開催時の資料閲覧等に活用

地⽅⾃治法第100条第14項の規定により、各会派の政務活動に要する経費の一
部として政務活動費を交付

議員１⼈当たり31万円/月

委託

直接

交付⾦

直接 広報紙の作成・配布やインターネット等を活用した映像配信、「こんにちは県議会で
す」の開催等を通じて、議会広報を実施

広報紙年４回発⾏、「こんにちは県議会です」２回実施

細事業を構成する主な取組

事務局運営

議案等閲覧用タブレット端末活用

政務活動費交付⾦

実施⽅法
直接

3 議会広報


